
514 自動車による気温の移動観測における観測誤差

持することが出来るが，先行車が20m以内にいたり，加

速中の対向車があったりすると最大1。Cもの高温側への

誤差があり得ることが示された．ただこの場合，影響の

大きな加速中の対向車は，先行車のようにいつも存在す

るのでなく，一過性であるから温度計の出力を連続記録

している場合には，スパイク状ノイズとなるから，読み

取りの段階でその影響を取り去ることが出来る．そのよ

うな処理をすれば，先行車の影響の0．3。C程度の高温側

への誤評価があり得ることだけを留意すれぽ良いことに

なる．

　この研究の途上で気付いたことだが，他の自動車の全

く別種の影響として電気的ノイズがある．このノイズの

原因は明瞭ではないが，エンジンのスパークプラグまた

は車載無線機から発生したものと推察される．熱電対温

度計のワイヤがアンテナの役目をしてそれらから発生し

た電波を拾うらしい．そこで熱電対のワイヤは内径5

mmの銅管に通してシールドし，銅管は自動車のボディ

を通してアースすることにより多少減少させることがで

きた．

　終わりに，この研究に協力した大本

両氏に感謝する．

明，垣内寿生の
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